
テーマ：地域資源の掘起こしと活用 対象：世羅町内各施設・地域住民 主催：世羅町教育委員会社会教育課 

１－⑦ せらのまち あちこち図書館 

 

地域を学ぶ  地域でつながる ○ 地域に還す ○ 

 

１ 事業プログラムの展開 

日 程 場 所 学習・活動内容 
令和元年４月～ 
（町広報等で募集） 
令和元年５月～ 
（申請・認定） 

あちこち図書館 

（世羅町内各施設） 

※下記参照 

○世羅町内の本が置いてある施設を「あちこち
図書館」として認定し，利用者等が本に親し
みを持ちながら，気軽に読書できる空間を提
供する。 

※①～⑫は，「せらのまち あちこち図書館」への申請及び認定順（令和２年１月末現在） 

①宇津戸自治センター 
センターに以前からある

本や地域から寄贈された本
がある。特に子供向けの本
などがたくさんあり，貸出
も可能である。 

②雪月風花 福智院 
今高野山参道にて築170

年の宿坊を再生。世羅在来
茶や甘味が提供されてい
る。写真集や食，地域に関
する本がある。 

③東自治センター 
センター内の大会議室の

一角に図書コーナー（書棚）
を設置し，旧公民館等の蔵
書等から選定した本を開架
している。 

④おへそカフェ＆ベーカリー 
築 160 年の古民家に

食・農・旅など暮らしにま
つわる本が約 300 冊揃っ
ている。その他，小説や絵
本もある。 

⑤和菓子処 大手門 
利用者が本を手に取って

休憩できるように，スペー
スとコーヒー等を提供して
いる。食品や子供向けの本
がたくさん揃えている。 

⑥認定こども園 世羅幼稚園 
子供向けの本が揃ってい

る。自宅等でも子供達が保
護者等と楽しく読み聞かせ
や読書の時間が過ごせるよ
うに貸出も可能である。 

⑦伊尾自治センター 
地域住民が気軽に利用し

本に親しむとともに，本や
人とのふれ合いを大切にす
るための楽しい場所を提供
している。 

⑧世羅の宿 ひがし 
施設内の多目的ホールに

地域や地場産業を紹介する
コーナーとともに利用者が
本を手に取り一息つける憩
いの空間を提供している。 

⑨道の駅 世羅 
多くの観光客や地域住民

が利用する施設内に「本と
の出会いも一期一会」とい
う思いから，「絵本の図書
室」を設置している。 

⑩Garden Terrace Kimi 
店舗内の一角に，来訪者

が座敷席で子供達と一緒に
絵本をゆっくり読みなが
ら，お茶会ができる場所を
提供している。 

⑪大見自治センター 
センター利用者等の年齢

層を踏まえ，国宝等の古い
美術資料・地域の郷土史を
中心にバラエティーに富ん
だ本を揃えている。 

⑫広島銀行 甲山支店 
利用者が待ち時間等に利

用しやすいように，支店内
のロビーに小さな「図書館」
を設置し，地域やお金に関
する本を揃えている。 

   

対 象 世羅町内で書籍等を置いている施設（公的施設・民間施設），地域住民 

経 費 
（書籍等は各施設等にある既存ものを活用） 

（フラッグは教育委員会で作成し提供） 

連携先 「せらのまち あちこち図書館」認定12施設（令和２年１月末現在） 

 

問
合
せ
先 

世羅町教育委員会 社会教育課 

〒722-1111 世羅郡世羅町寺町1158-3 

電話：0847-22-4411 ファクシミリ：0847-22-2766 



２ 事業設定の理由（事業の目的） 

○身近なところにいつでも本があり，気軽に本を読むことができる環境づくりを進める。 

○普段の生活の中にいつでも本がある光景を町中に広げることで，本を通じて「本と人」

「人と人」のふれあいが生まれる，ワクワク楽しいまちづくりの一端を担う。 

 

３ 事業目標 

○多世代の住民が日常生活のあらゆる場所で本に親しみ，本を通じた交流ができる。 

○待合室等のスペースに書籍を置いている施設や店舗等において，シンボルフラッグを掲

示し，町内のあちこちに小さな図書館をたくさん創り出し，本を通じたネットワークづ

くりにつなげる。 

 

４ 事前に必要な知識や準備物 

○書籍を置いている施設や店舗等についてリサーチするとともに，事業の趣旨について広

く周知する。 

○他県や他市町等の先行事例から，書籍の開架や貸出等の運営方法に関わる情報を収集

し，町の実態・実情に合った事業展開の具体を検討する。 

 

５ 留意点 

○既存の書籍を活用することによって，申請者側の経費の負担を軽減し，事業に参加しや

すい体制を整える。 

○書籍については，好きな本や施設や店舗等に関する本など，種類や冊数は問わない。 

（有害図書不可） 

○貸出等の運営については，各施設（館長）が判断する。 

 

６ 成 果 

○「本と人」「人と人」のふれあいに対する住民の意識が向上しつつある。 

○「くらしの中に本がある」という事業の趣旨を踏まえて，待合室等のスペースの構成を

検討する施設が増えてきた。 

○事業を通した町の魅力の発信（HP等）へとつなげることができた。 

 

７ 課 題 

○事業のさらなる広報と周知を行い，認定施設の増を図る。 

○各施設の取組や担当職員の交流機会を確保する。 

○町立図書館の団体貸出サービスとの連携を図る。 

○病院等での衛生（滅菌）上の問題など，解決策を検討する。 

 

８ 今後に向けて 

○あちこち図書館長による，館長ミーテングの開催を行い，

情報交換や連携の促進を図る。 

○本棚の提供や町立図書館所蔵書籍の活用，補助金等の活用

など，助成の方向性について他部局とも連携していく。 

 


